
平成６年度東京同窓会総会出席者（敬称略）

　　　　　　　　　　　　　　　平成6年10月7日
旧制８期高原英夫　９期草皆英二郎　13期

勝永金一　14期村木良二　1咳月　熊谷洋三

近藤　誠　17期　岩森築勣梅田恭三佐藤

功高橋義三深井昭信18期塩谷昭三郎

19期　小林肇佐藤達郎　田口晋三　千葉孝

夫八木喜徳郊　吉方盛恭

新制１期大塚哲郎　鈴木良夫　３期伊藤康

孝江坂昭夫　八冷刻ﾛ男　４期葉陰郷甫土

井啓有村井克自　５期宮腰孝一　６期小

山黎子　田久保光一　蓮沼句　７期　岡部

忠　工藤尊久　栗原俊一　田中一男　畠　豊彦

８期岩見尚夫　金子秀雄jﾋ村祐三　佐々木

高博佐藤五郎杉崎孝雄豊田護堀良

三松橋重美諸沢鈴男八構昭義　９期原

　稔平川文雄　10期　大久保征輝古内仰

松島　茂松野粛　三浦義輝　11期赤塚鉄

男石川正順大高ゆきお　太田勝治笹木膚

澄嶋田雄右清水武久鈴木元紀宮腰瑞夫

12期小島セイ　佐々木哲也　13期馬場冨男

14期磯部博　高田政勝森田　弘15期

武田　功　矢木信章　19期小野津世子　高橋
ヒサ子若狭秀己　21期菅原渉22期智

田農23期小河範也25期　小林彰佐

藤jt弟弘須藤正喜高橋敦子渡辺博栄26期

橋本周平庄内俊憲37期川上長人44期

大高志勉小野　毅相馬希45期宮腰陀

　渡辺洋平

　　　　　　　　　　　　　　　　以上89名

新卒出席者（新制46期）

池内秀太　池田孝樹池端妥希池端真理板

沢重博伊藤あかね大山剛勧加藤善光金

平喜美仁木村裕美　児玉高幸　小林美喜子

佐藤洋枝嶋田博和高橋大介　戸渾貴洋野

呂和代　畠　譲半田秀人藤原裕臣堀内香

織本間太作八木恭子八代真啓　山内亮太

渡辺由香

　　　　　　　　　　　　　　　　　以上26名
招待出席者

講演講師　　関根市男氏（新制11斯）

恩師　　　　草強幸太郎先生加賀正隆先生

同窓会副会長　統　隆氏（新制３期）

母校関係　　鈴木進教頭佐藤良孝先生

　　　　　　　宮腰巧朔先生　京久夫先生

参議院議員　佐々木満氏（旧制15期）

参議院議員　小野清子氏

能代市長　　宮腰洋逸氏（新制５期）
東京事務所長佐藤次郎氏

能代北高　　石渡澄子氏松村妙子氏

能代工高　　鈴木博之氏藤本勝久氏　石田

　　　　　　　哲章氏

能代商高　　佐藤千鶴子氏　青木保子氏　小

　　　　　　　林ヒデ氏
能代西高　　友成穂秀氏　石井金夫氏

鷹巣農林高校茂内勉氏　小西鉄男氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　以上22名

　　　　　　　　　　　出席者合計　１ ３７名
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|日侑り工７其月匡司其月ざ々（平成６年９月15日・能代にて）

(前列左より)伊勢，相沢，続同窓会副会長，小野寺校長，

左より)岩沢，北林(旧姓北川)，工藤，国松，小川(清)，

濃，平川，(後列左より)淡路，金谷，伊藤，小坂，小西，

岩森，谷内，松森，小川（浩），（中列

五十嵐，越後（旧姓深谷），平山，安

置川，梅田，小林，金旧，佐藤，浅田

新制７期同期新年会

(平成７年１月20日・湯河原ロイヤルハイツ)

おJ尾壱yしい乖各夕子でタミネＬします

　　　　　　　－21－



能代高校東京同窓会収支決算報告書

　　　　　　　　自平成５年LO月１日～至平成6年９月３０日

収　入 支　出
前期繰越金 ６６７，５８９ 総会会場費 ６３３，００４
総　会　会　費 ９２３，０００ 総会諸経費 ３７５，８９２
５年度年会費 １８７，４６０ 印　　刷　　代 ４２３，０００
名簿広告代 １５０．０００ 郵送料・送料 １８９，８６６
寄　　付　　金 ８６２、０００ 広告料（　　　） ４１、９２１
預　金　利　息 １，８９５ 交際費（　　　） ６０，０００

慶弔費（　　　） ４１　９５６

事　務　経　費 １０，００〔〕

次期繰越分 １，〔〕１６，３０５
合　計 ２，７９１，９４４ 合　計 ２，７９１、９４４

上記の通り相違無いことを承認し，

　　　平成６年９月３０日

　　　　　　　　　　　　会計監事

ご報告串し上げます。

　　　村井克自　印

平成６年度年会費納入者翁略)

　　　　　(旧1期から旧16期までは年会費免除です)平成7年4月30日現在
　､●､』．■●=、．．、．　．-ａ．旧17石川浩之岩森築勣

　高橋義三深井昭信
梅田恭三　佐藤功　　新９石岡忠治梅田政男　加賀義介金沢稔

　　　　　　　　　　　　工藤嘉明　栗原優子　斉藤秀夫　七戸節雄
旧18愛沢鉄治潮田巌塩谷昭二郎高畑敢

　宏長谷川良太郎

旧19　浅野元之勣　日下部道夫　小林肇佐藤

　達郎　田口音三　千葉孝夫古内保　八木喜

　他邦　吉方盛恭

旧20坂本逸郎佐藤信一　東海林毅高畠隆

新１　五十嵐嘉久禰　大塚哲郎鈴木良夫

新２　小野喬　金谷兼雄金谷芳郎河田俊彦
　佐藤真一　民谷慨一

新３ｲ尹藤康孝梅田卓美小野茂金井惇

　菊池弘吾北川京二保坂隆司　八杉和男
　山谷正勝

新４石戸忠五郎草階郷甫　田畑久雄塚本

　一也　富山昌俊土井啓有村井克自　安井
　浩一　吉田博

新５相滞裕雄秋元孝治大倉太勣　設楽義

　雄清水良二　三田登宮腰孝一　八杉弘行

新６越後陽一　金子勝信河合雅子木村喜

　作木村信逸小山黎子　田久保光一　豊田

　誠　蓮沼旬　畑江道弘

新７　岡部忠　小貫実唐津光成　工藤尊久

　栗原俊一　小山哲道　田中秀　田中一男　那
　須秋男　畠豊彦　平川明三郎

新８　池内広之板倉宿禰今立甲矢雄岩見

　両夫金子秀雄北村祐三　佐々木高博佐

　藤五郎塩山元久　神馬清史　杉崎孝雄須

　藤正　豊沢充美豊田護野呂文雄　畠山信

　孝馬場ノリ　原田力次平川同一　堀良三

　松橋重美　宮腰英禰　諸訳鈴男　八柳昭義
　米森三次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－22－

　田中部三　原稔檜森寛平川文雄

新10　大久保征輝東海林部三　須田正巳

　内仰堀内盛松島茂三浦隆志三

　義輝宮腰達朗若林莞爾

古
浦

新11　赤塚鉄男　石川正順太田勝治笹木蛮

　澄嶋田雄右　清水武久鈴木元紀宮腰瑞夫

新12小鳥セイ　佐々木　哲也　千田浩一

新13庄司政義城野攻一　馬場富男

新14磯邦博越前谷明則清水金美　高田政
　勝浜屋裕一　森喬夫森田弘　山本敏

新15猿田祐造清水靖子　武田功播磨谷謙

　哉船山稔矢木信章

新16岸邦達行小松世和斎藤彰悟棚橋乗降

新17佐々木正男　平渾正知

新18鳥淳一斎田村郡青

新19　浅野譲今野蛮隆小野津世子加茂谷

　純一　佐々木利枝武田正高橋ヒサ子若
　狭秀己

新20　金野正道佐藤隆成田正廣　袴田忠夫

　畑沢鉄三　平川隆康

新2L　大高正典菅原渉　田村猛

新22　智田島

新23小河範也　菊地茂高畑仁

新25石塚信一菊池忠夫小林彰近藤信雄
　佐藤図弘　須藤正喜　高橋敦子　渡辺博栄

新26庄内俊恵橋本周平

新31　鈴木裕美子

新36　小原恵

新37　川上長人

　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７名



　
上
京
以
来
一
二
十
数
年
、
友
人
の
中
に
は
い
ま
だ
に
能
代
弁
マ
ル
出

し
で
し
や
べ
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、
本
人
も
わ
れ
わ
れ
も
、
そ
れ

を
能
代
弁
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
能
代
箆
で
は
あ
っ
て
も
、
幼

・
少
年
時
に
使
っ
た
能
代
方
言
と
は
、
ま
る
で
違
っ
た
も
の
に
な
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
言
葉
は
変
化
す
る
。
田
舎
に
い
て
も
、
地
元
の
人
同
士
の
対
話
よ

り
も
ご
ア
レ
ビ
な
ど
か
ら
押
し
寄
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
標
準
語
を
耳
に

す
る
機
会
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
方
言
に
は
い

つ
の
ま
に
か
消
滅
し
て
し
ま
う
も
の
も
少
な
く
な
い
。
今
の
う
ち
に

消
え
た
方
言
、
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
方
言
を
発
掘
し
保
存
な
け
れ

ぱ
と
、
「
読
む
方
言
辞
典
－
秋
田
県
能
代
・
山
本
編
－
」
を
自
費
出

版
さ
れ
た
方
が
い
る
。

エ
μ
士
を
植
廻
え
る
＆
叱
代
・
｜
山
本
士
々
ふ
．
ａ
を
白
駄
４
μ

　
ｐ
‐
カ
ル
色
あ
ふ
れ
る
方
言
会
話
・
失
わ
れ
ゆ
く
ア
ク
セ
ン
ト
も
再
現

　
　
　
　
　
　
　
え
東
能
代
中
学
校
校
長
　
工
藤
泰
二
さ
ん
　
旧
制
三
期

　
子
供
の
こ
ろ
、
工
藤
さ
ん
は
母
方
の
実
家
の
あ
る
能
代
市
久
喜
沢
地
区
へ
よ
く

遊
び
に
い
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
た
び
た
び
何
を
い
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
言

葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
子
供
心
に
感
じ
る
不
思
議
さ
、
そ
れ
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
方
言
に
興
味
を
も
っ
た
。

　
大
正
四
年
生
ま
れ
の
工
藤
さ
ん
は
、
旧
制
能
代
中
学
か
ら
秋
田
師
範
（
秋
田
大

学
教
育
学
部
の
前
身
）
へ
進
み
、
本
科
・
専
攻
科
を
卒
業
、
昭
和
九
年
か
ら
教
職

に
就
い
た
。
教
職
の
か
た
わ
ら
能
代
山
本
国
語
教
育
研
究
会
長
を
務
め
、
昭
和
四

十
九
年
東
能
代
中
学
校
校
長
で
退
職
す
る
ま
で
の
間
、
工
藤
さ
ん
の
周
辺
で
語
ら

れ
る
方
言
や
、
新
し
く
出
会
っ
た
方
言
な
ど
の
意
味
や
語
源
を
調
べ
て
は
、
メ
モ

を
取
り
続
け
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
、
今
年
第
四
十
ゴ
ー
号
が
刊
行
さ
れ
た
年
刊
詩
集
「
た
ろ
っ
ぺ
』

誌
名
の
名
付
け
親
で
も
あ
る
。
「
た
ろ
っ
ぺ
」
の
命
名
に
あ
た
っ
て
は
、
地
万

を
出
す
た
め
に
と
、
会
議
で
は
軒
か
ら
下
が
る
「
つ
ら
ら
」
の
方
言
で
あ
る
「
‘

ろ
ん
ぺ
」
「
た
ろ
っ
ぺ
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
結
局
、
】

呂
も
考
え
て
「
た
ろ
っ
ぺ
」
に
決
め
た
と
い
う
。

退
職
後
は
、
考
古
学
の
発
掘
調
査
の
よ
う
に
、
方
言
の
ー

語た色の

つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
、
語
源
と
文
法
に
視
点
を
お
い
た
研
究
に
本
格
的
に
取
り
組
ん

だ
。
長
年
か
か
っ
て
収
集
し
た
方
言
の
メ
モ
を
整
理
し
て
は
ワ
Ｆ
ブ
ロ
に
人
力
す

る
一
方
、
そ
れ
ま
で
に
解
明
で
き
な
か
っ
た
言
葉
の
語
源
の
解
明
に
取
り
組
み
続

け
た
。

　
例
え
ば
「
や
ん
と
ら
」
の
意
味
は
七
十
年
来
の
疑
問
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は

久
喜
沢
地
区
だ
け
で
使
わ
れ
る
言
葉
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
峰
浜
村
に
も
使
う
集

落
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
辞
書
を
め
く
っ
て
い
る
う
ち
に
、
「
ら
ん
と
う
ば
」

が
目
に
止
ま
り
、
読
ん
で
み
る
と
「
墓
場
」
の
意
味
で
あ
っ
た
。
「
ら
ん
と
う
」

は
「
卵
塔
」
と
書
き
、
卵
の
形
を
し
た
墓
石
で
、
禅
僧
の
墓
標
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
の
だ
と
い
う
。
「
ら
ん
と
う
ぱ
」
が
「
や
ん
と
う
ぱ
」
に
、
さ
ら
に
「
や
ん
と

う
ら
」
、
「
や
ん
と
ら
」
と
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
工
藤
さ
ん
は

解
説
す
る
。

　
こ
の
意
味
・
語
源
を
解
明
し
た
と
き
の
感
激
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う

が
、
そ
の
後
広
辞
苑
に
「
や
ん
と
ら
」
の
形
で
載
っ
て
い
て
「
秋
田
・
青
森
地
方

で
墓
場
の
こ
と
。
や
ん
と
れ
」
と
あ
る
の
を
知
っ
て
、
び
っ
く
り
し
た
そ
う
だ
。

　
今
年
八
十
歳
に
な
る
工
藤
さ
ん
が
、
『
読
む
方
言
辞
典
」
の
出
版
を
思
い
立
っ

た
の
は
三
、
四
年
前
あ
た
り
で
、
「
方
言
は
、
そ
の
言
葉
の
中
に
汲
め
ど
も
尽
き

ぬ
滋
味
が
あ
り
、
そ
こ
に
私
た
ち
の
祖
先
の
も
の
の
考
え
方
や
生
き
ざ
ま
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
方
言
は
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
大
き
な
文
化
遺
産
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
し
、
誤
り
伝
え
て
も
い
け
な
い
」
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ち
よ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
能
代
山
本
地
方
で
は
、
相
次
い
で
方
言
の
本
が
出
版
さ

れ
て
い
た
。
故
戸
松
順
蔵
さ
ん
の
「
古
山
命
脈
」
に
始
ま
り
、
琴
丘
町
郷
土
史
研

究
会
編
「
琴
丘
の
方
言
」
、
山
本
町
教
育
委
員
会
発
行
の
「
山
本
の
方
言
集
」
、

冨
波
良
一
さ
ん
の
「
採
録
・
能
代
弁
」
と
続
き
、
昨
年
は
能
代
市
中
央
公
民
館
の

寿
大
学
院
が
「
能
代
の
方
言
」
を
刊
行
し
た
。

　
工
藤
さ
ん
は
そ
れ
ら
で
取
り
上
げ
た
言
葉
も
で
き
る
だ
け
収
録
し
な
が
ら
、
そ

の
用
例
や
解
説
を
柔
せ
て
い
る
。

　
Ａ
５
判
、
四
九
九
ペ
ー
ジ
の
「
読
む
方
言
辞
典
」
に
は
、
五
千
を
超
す
方
言
を

採
録
し
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
笑
い
話
や
詩
歌
な
ど
も
載
せ
て
い
る
ほ
か
、
付
録
と

し
て
方
言
に
よ
る
会
話
集
や
、
ア
ク
セ
ン
ト
で
意
味
の
違
う
言
葉
や
発
音
で
意
味

の
違
う
言
葉
な
ど
も
載
せ
て
い
る
。

　
価
格
は
一
二
千
円
で
、
能
代
市
の
一
長
堂
書
店
で
扱
っ
て
い
る
。
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秋田県立能代高校東京同窓会会則

本会は秋田県立能代高等学校東京同窓会と称する。

本会は能代高等学校を卒業、又は在籍したことがあり、東京および東京近

郊に居住する者は、全てその入会の資格を得るものとする。

本会は同窓生各位の親睦と相互の繁栄を図り、以て郷土の発展と母校の興

隆に寄与するものとする。

本会は幹事を置く。但し、人数は制限しない。任期は定めない。

幹事の内より、会長１名・副会長若干名・会計若干名を置く。又、顧問を

置くことができる。但し、任期は各々２年とし、留任は妨げない。

本会の運営に当たり、事務局を設ける。

本会の運営一切の事項については、幹事会に一任する。

本会は年１回総会を開催する。

本会運営費は、会員の納付した年会費、寄付金その他を以てこれに当てる。

但し、年会費の金額に関しては、幹事会がこれを定めるものとする。

　納付された運営費は返還しない。

　本会の会計年度は、毎年10月１日に始まり、９月末日を以て終わる。

附則 本会則は昭和53年10月一部改正する。

本会則は平成３年６月一部改正する。

あ・と・が・き

「今年の夏は冷夏」との予報に反し，今年も連日猛暑が続く。この分では，今年も会

報の発行は延期しようと，ズボラを決め込んでいたのですが，「会員諸兄姉との約束

もある。今回はどうしても作ってもらわなければ困る」と，わざわざ八柳事務局長の

お出ましがあったのが，先週末のこと。いったん延期と（自分かってに）思いこむと

再スタートはなかなかむずかしいものです。しまいこんだ総会の会場風景写真や，録

音テープを引っ張り出して，ごちやごちやとやっております。

　さて，毎回同じことを申し上げるのも気が利きませんが，この会報の主たる目的は

年一度の東京同窓会の模様を報告すると同時に，総会に出席できなかった会員のみな

さんに，せめて誌面を通じて連携・連帯感を味わって頂くことにあろうかと思います。

とはいえ，何分力量ままならず，どこまでその趣旨に沿い得るかどうか………

　昨年の母校は，甲子園出場などといった晴れがましい特記事項もなく，やや盛り上

がりに欠けるところもありましたが，今年は，創立70局年ということで，いろいろな

記念行事もあると聞いております。先週は軟式野球部の全国大会出場も決まりました。

このような気運に便乗して，今年の東京同窓会は，より一層の盛り上がりでもって，

当日だけでも，世にみなぎる不況風を一掃する場とするよう，会員諸兄姉のご協力を

仰ぎたいと思っております。

　まあ，それにしても暑いですね。何とかなりませんか，渡辺さん。

　　　　　　ｅ164東京都中野区中央５丁目７番１号株式会社友和　内

　　　　　　秋田県立能代高等学校　東京同窓会　事務局　a03-3383-2111（大代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集：杉崎孝雄（新制８期）
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